
 
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 
 

学 校 名 郡上市立大和西小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月１５日（土） 

実 施 概 要 

  

学習発表会（かがやきの会）  

 教科や総合的な学習の時間に学んだことや、行事等の教育  

活動で身に付けてきた力を、保護者や地域の方々の前で学級  

ごとに工夫して発表を行う。  

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業  ■その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ■成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者 １０５ 人 

計 １５３ 人 
地域関係者  ４８ 人 

実 施 状 況 

 
・各学級で国語等の教科で学習したことや総合的な学習の時間に学習
した福祉体験活動や稲作体験等について，ステージ発表を行った。
各学級は「表現力」にこだわり，「伝えよう 成長・成果」の共通テ
ーマで取り組んだ。１１月初旬に鑑賞した劇団「うりんこ」の「泣
いた赤おに」の演劇を鑑賞したことはよい参考となっていた。  

・ＰＴＡ・地域の方を含めた全員合唱発表を位置付けて「つばさをく
ださい」「ふるさと」の２曲を歌い、交流する機会とした。  

・クラブ活動や学校田を指導してくださった地域の先生を来賓として
お招きするとともに、クラブ活動で作成した作品を会場に展示し、
活動を広く知っていただくよう配慮した。  

 

成果及び課題 

 
・保護者の方々だけでなく、祖父母や地域の方々にもたくさん参加し
ていただき、児童が元気に活動する姿や、クラブで作成した作品を
見ていただくことができた。  

・地域の講師の指導で作成した作品を、広く地域の方々に紹介する機
会となり好評であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

保護者感想（抜粋） 

・６年生の発表を見て、私自身も、広い視野で物事を考えていくことの

大切さを感じました。 

・発表内容について、家で自分なりに調べたり家族に聞いたりする姿も

ありました。地域や日本の福祉について調べ学んだことを、日常の中

でも生かしてほしいと思います。 

・一年一年できることが増え、考える力が増していく。わが子の成長段

階だけでなく、他学年を見て、これからの成長を垣間見る思いです。 


